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亀戸大根とﾄﾏﾄの『太陽鏑』
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農をむき輸切りにし‐と

り奄した亀戸大根とトマ

ト鳥ごと１偏チングン繭

雀董えて●に入れる

貪材かヒタヒタになるま

で水毫入れだしの東ステ

ィック状半馴(約４Ｓ)奄

入れて煮込む

●戸大根とショウガの｢絡み和え｣

とにかく亀芦大横と
シ・ウガを
下ろすだけ匹
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大根か歌らかくなったら

みりん大右じ３としょう

ゆ大さじ７で葦忖け

もう一覆曙く脆瞳したら

で者あかり

匹さ
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嶋みの攻め會いかaxxi
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＠野良坊菓のおひたし

　沸・した�に･畏朗軍奄入れ1－一分(すぐにやわらかくなるので

　・考はしでａして娘かめ巻とよい)ゆ･た右冷泰老�しζ豊り忖l｣、

　か７あぷし准まふして、しよう迪で食べる

●S良幼咳聘有Ｑ甘みか俵錬しむ4またマヨネーズなごもマル
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みりん(１タレ)奄
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里ぜた瞳歯を
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⑤j）
（夥料）ウド（小さめ１本でａ人鴛）かつおぶし
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